
行田市立○○小学校ＰＴＡ会則 草案  

 

第１条 〔名称及び事務所〕 

     本会は行田市立○○小学校ＰＴＡと称し、事務所を同校内に置く。 

第２条 〔目的〕 

     本会は、保護者と教職員が協力して、民主教育を確立し、児童の教育を向上させる 

         とともに、会員相互の文化的教養を高めることを目的とする。 

第３条 〔方針〕 

     本会は、前条の目的を達成するため、次の方針を定める。 

     （１）本会は、児童福祉のため活動する他の社会的諸団体及び機関と協力する。 

     （２）本会は、教育進展のための団体であって、他の団体の支配、干渉を受けない。 

     （３）本会は、学校の管理及び人事に干渉しない。 

     （４）本会は、特定の政党や宗教にかたよる行為、及び営利のみを目的とする行為 

        は行わない。 

     （５）本会または本会役員の名で、公私の選挙活動等は行わない。 

第４条 〔活動及び事業〕 

     本会は、その目的達成のため、次の活動及び事業を行う。 

     （１）保護者と教職員の懇談及び協議に関すること。 

     （２）学校と家庭の緊密な連絡のもとに、児童の学習・保健・体育・厚生・安全・ 

        生活指導に関すること。 

     （３）家庭・学校・社会における児童の福祉に関すること。 

     （４）会員の教養・研修・調査研究及び懇親に関すること。 

     （５）国際理解に関すること。 

     （６）その他必要な事項。 

第５条 〔会員〕 

     （１）本会は、行田市立○○小学校の児童の保護者、及び教職員で本会の趣旨に賛 

        同するものをもって組織する。 

     （２）会員は、本会の目的を維持推進を図るため、本会の各種会議に出席し意見を 

        述べることができる。 

第６条 〔役員〕 

     本会の役員は次のとおりとする。 

      会長       １名 

           副会長            若干名 

           部長・委員長      若干名（但し、委員長は会長が必要と認めたとき） 

           学級代表          各学級１名 

           学級役員          学級代表を含む各学級３～４名 

           幹事              １名 

           会計              １名 

           監事              若干名 

第７条 〔役員の選出〕 

     本会役員の選出は、次のとおりとする。 

     （１）会長は、別に定める会長推薦委員会が推薦し、総会の承認を得る。 

     （２）副会長・部長・委員長は会長が指名し、総会の承認を得る。 

     （３）幹事・会計は教職員の中より、校長の同意を得て、会長が委嘱する。 

     （４）監事は、会員の中から会長が指名し、総会の承認を得る。 

     （５）学級役員は、各学級の互選により１学年３学級の場合は３名、１学年２学級 

        の場合は４名選出する。 

     （６）学級代表は、学級役員の互選により１名選出する。 

第８条 〔役員の任期〕 

     役員の任期は１年とし、再任を妨げない。但し任期満了後でも、次期役員選出まで 

     は、その任にあたるものとする。 



第９条 〔役員の任務〕 

     （１）会長は、本会を招集し、会務を総括する。総会、役員会、及び部長会を招集 

        し、会議の議長となる。また、すべての会議に出席することができる。 

     （２）副会長は、会長を補佐し、会長が事故あるときは、代行する。代行者は、副 

        会長の中から互選によって選出する。 

     （３）部長・委員長は、総会の決定に基づく活動方針を執行するとともに、部会・ 

        委員会を総轄する。 

     （４）幹事は、事業計画執行のため、会の庶務を行い、会議の記録、文書の保管を 

        する。(事務局を担当する） 

     （５）会計は、予算に基づいて会計事務を処理し、財産を保管する。 

     （６）監事は、会務・会計を監査する。また、会長推薦委員会委員を会員の中から 

        若干名指名する。 

     （７）学級代表・学級役員は、学年、学級懇談会において、それぞれの長として運 

        営にあたり、児童の教育上の問題について、担任の教職員と研究、協議し、 

        会員相互の連絡調整、意見集約をはかる。 

第１０条 〔顧問〕 

     本会に顧問をおくことができる。 

     （１）会長は、役員会にはかり、顧問を委嘱する。 

     （２）顧問は会長の諮問に応ずる。 

     （３）顧問の任期は第８条に準ずる。 

第１１条 〔総会〕 

     （１）総会は、会員の２分の１の出席をもって成立し、出席者の過半数をもって決 

        議する。年度当初に開会し、次の事項を審議、決定する。 

        １．事業報告と決算の承認 

        ２．役員の承認 

        ３．事業計画と予算の決定 

        ４．会則の決定及び変更 

        ５．その他、重要事項 

     （２）臨時総会は、会長または役員会が必要と認めたとき、開会することができる。 

第１２条 〔役員会〕 

          （１）役員会は、総会に次ぐ決議機関として、次の諸事項を審議決定する。 

        １．部会の具体的事業計画及び予算 

                ２．修正予算 

                ３．補充役員の選出 

                ４．その他、一般会務 

          （２）役員会の構成は、第６条に準ずるとともに教職員も出席することができる。 

       （３）役員会は、会長が必要と認めたとき、及び役員の３分の１以上の署名による 

        議題を明確にした請求があるときに開催できる。 

 

組織に関しての事項により、中央小の会則 

 

 

第１３条 〔部長会〕 

          （１）部長会は、部活動の実行に際し、学校当局及び各部との連絡調整をはかり 

、       円滑な運営と実効をあげることを目的として、会長がこれを招集する。 

     （２）部長会は、会長、副会長、、部長、委員長、監事、校長、教頭、幹事、会計 

        をもって構成する。 

     （３）各部長は、調整を必要とする案件については、会長に申し出て、会長を通じ 

        て、部長会を招集することができる。 

     （４）各部担当の教職員は、部長会で意見を述べることができる。 

第１４条 〔部会・委員会〕  



          部会・委員会は、執行機関として、総会で決定した各部事業の企画執行をする。 

     （１）部員は、役員の中から、それぞれ部長の推薦に基づいて、会長が委嘱する。 

        但し、部活動の遂行にあたって、会長が必要と認めたときは、役員外より、 

        部員を委嘱することができる。 

     （２）役員会は、会長が設置を必要と認めたとき、これを置くことができる。 

     （３）委員会委員は、役員を問わず、会員の中から、会長が委嘱する。 

     （４）部長・委員長は会長氏名により１名、副部長・副委員長は、部員、委員の互 

        選により選出する。 

     （５）部長・委員長は、部会・委員会を招集することができる。 

     （６）副部長・副委員長は、部長・委員長を補佐し、部長が事故あるときは代行す 

        る。 

     （７）会長・副会長は各部会に出席して、意見を述べることができる。 

第１５条 〔部活動〕 

     本会の活動を行うため、次の部及び委員会を設けることができる。但し、会長が新 

     たに、部及び委員会の設置を認めたとき、役員会にはかり、年度毎に、これを設置 

     することができる。 

     （１）総務部  １．事業計画及び予算案を各部長と協議の上作成する 

               ２．他の部に属さない、会議の設営、反省会等の設営 

     （２）厚生部    １．児童の福利厚生、保健衛生に関すること 

               ２．児童の体位、体力、気力向上をはかる 

               ３．特別の事情のある児童への援助 

               ４．学校給食に関する事業 

     （３）文教部  １．会員の修養及び親睦をはかる 

               ２．児童の生活指導に関すること 

     （４）広報部  １．教育新聞の編集と発行 

     （５）人権教育部    １．様々な人権問題の解決をはかるための研修 

                        ２．豊かな人間性を醸成する、体験活動への協力 

                              ３．啓発紙「あおぞら」の発行 

     （６）地区連絡部    １．児童及び会員の交通安全をはかる 

                              ２．校外生活指導及び子ども会の育成 

               １．関係機関及び団体との連絡調整をはかる 

     （７）実行委員会  １．ＰＴＡ行事の企画と運営 

               ２．その他の会議の運営  

 

 

 

第１６条 〔経理及び帳簿〕 

          （１）本会の経理は、会費及び寄付金・事業収益金等の収入をもってあてる。 

     （２）本会の会計年度は、４月１日に始まり、３月３１日をもって終わる。 

     （３）本会は、次の帳簿を備える。 

        １．会則 ２．会員名簿 ３．役員名簿 ４．会計簿 ５．会議録 

        ６．証憑綴 ７．その他必要と認めるもの 

第１７条 〔改正〕 

          本会則は、総会において、出席者の３分の２以上の賛成がなければ改正することが 

     できない。改正案は、総会の少なくとも１０日前に、全会員に知らせておかなけれ 

     ばならない。 

  

 


